
平成22年9月10日
全国農薬協同組合

項目 低減効果等 平成17年度状況 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 到達目標

以下３項目について
検討を進め、段階的
に推進を図る

　　　　　　　　　　　　組合員毎に毎年業務を見直し検討を進める

・営業倉庫の利用の
推進（利用率２６%）

26% 24% 24% 25%

・配送部門のアウト
ソーシングの検討推
進（利用率　５０%）

60% 60% 60% 60% ⇒
・メーカー配送機能
の有効利用

・有効期限内の使用の促進により返品に係るトー
タルコストを削減する

取組率　26% 31% 35% 35% 45% 50%
期限の短くなった農薬の優先利用を奨め
る。（現在取組率２６％を５０％以上と
する）

・メーカーへの期限切れ品返品の削減 返品比率削減組合員 45% 48% 50% 60% 60%
初年度返品比率を0.1%以上削減した組合
員の割合を６０％以上とする

・返品比率削減組
合員を再調査、機
関誌で紹介予定 ⇒

１）大規模農家･法人向け需要の調査を実施する
ことで、最新品目も含んだ大型包装品目が望まし
い品目を検討する

委員会で検討・実施
・メーカーに独自
規格申し入れを
検討 ⇒

２）販売実績等から、包装規格の集約の検討を行
い、製造への働きかけとともに、規格集約しても
生産現場に混乱を生じないよう生産現場の推進
を図る

委員会で検討・実施
・一部メーカー小
包装品（100mｌ、
1㎏）を廃止 ⇒

１）低コスト薬剤情報の提供の促進を図ることで、
利用面における資材費低減を図る

情報提供率　75% 77% 77% 85% 88% 90%
低コスト薬剤情報の提供を促進し、現在薬
剤費情報提供率７５％を９０％以上とする

２）総合的病害虫・雑草管理技術情報の提供の促
進により薬剤費の低減を図る。

取組率　70% 70% 75% 80% 85% 90%
ＩＰＭ防除技術等総合的情報等の提供に
ついて、現在取組率７０％を９０％以上と
することにより薬剤費の低減を図る

１）発生予察等必要情報を掲載することにより、
ホームページの内容の充実を図る

委員会で検討・実施
・メーカーリンク
先　　1０増

・HPに情報掲載
見易く改訂 ⇒

２）インターネットによる情報伝達の促進を図るこ
とで、

委員会で検討・実施
平成１９年１０月
稼働

　　・迅速・的確な情報を随時提供する

　　・組合員間の情報交換を活発化する

物流拠点・倉庫の効率的配置・統合によ
り、流通に係るトータルコストの削減に努
める

Ⅱ、返品の削減

・優良事例の紹介の促進

毎年２組合員以上の取組み事例を紹介、他組合員の参考とする

特記に値する優良事例がない
（継続的に推移を把握する）

平成２２年9
月末ﾒｰｶｰ８
社、組合員
56社参加

農薬費低減に向けた行動計画工程表

Ⅰ、流通の合理化
の推進

・物流拠点・倉庫の効率的配置・統合により、流通
に係るトータルコストの削減を図る

平成２0年６
月メーカー5
社組合員36

社参加

現状では全
農薬として
の大型包装
品の取り扱
いは実現で
きていない

Ⅲ、担い手支援の
ため大型包装品目
の拡大 規格集約と大型包装の両面において、製

造各社が実現できるよう、生産現場に対
し、利用形態等の意識改革に向けた情報
を提供

Ⅳ、農薬の合理的
利用による薬剤トー
タルコストの低減に
資する情報提供の
促進

Ⅴ、資材費低減に
向けた情報提供の
多様化に対応する
ための情報提供シ
ステム体制の整備

生産者への情報提供のみならず、組合員
間の情報提供についても迅速化や充実を
図ることにより、農薬の使用面における低
減に努める・WEB受発注シ

ステム検討開始
ﾒｰｶｰ３社、
組合員３３
社参加

平成２１年６
月ﾒｰｶｰ６社
組合員４６社

参加
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